
＜ 秋のみずべ公園 ～ 動物の観察ついでに写した植物たち ＞

こんにちは。今回は、ひたち野うしく小の子たちとの動物観察のついでに写しておいた植物たちです。
うつ

まずは草から。上の写真が 昔 から日本にある草で、下が外国からやっ
むかし

て来たもの（帰化植物といいます）ですが、ここにないブタナやセイタカ
きかしょくぶつ

アワダチソウなども含め、毎年少しずつ帰化植物が増えています。少しず
きかしょくぶつ ふ

つといっても、たとえば５年前とくらべれば大きく違ってきます。
ちが
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上、左からカタバミ、ツユクサ、イボクサ。

中左からハッカ、アキノノゲシ、オオバコ、ケチヂミザサ。

下、左からカナムグラ、イシミカワ。

左からハクチョウソウ、アレチヌスビトハギ、マメアサガオ。いずれも北米原産。
ほくべいげんさん



継続して観察し、記録することで変化を読み取ることが大切でしょう。皆さんの力にかかっています。
けいぞく き ろ く

続いて樹木から、どんぐりのなる木。みずべ公園にはこのほかに、クヌギの木があります。どんぐり

はアカネズミなどが集めてかくしておいて、冬の間、それを食べるといわれています。そして、食べ残
のこ

したりかくし忘れたものが発芽して、その分布を広げるのだそうです。
わす は つ が ぶ ん ぷ

次は、鳥が実を食べて運ばれ、糞としてその種子がまかれることで分布を広げる樹木たち。下はコ
ふん し ゅ し ぶ ん ぷ じゅもく

ブシ。へんな形ですね。花の中心にたくさんの雌しべが並んでいて、受精できたものだけがふくらむ
め なら じゅせい

のでこんな形になるようです。赤い種子は糸をのばしてぶら下がり、鳥を誘います。
し ゅ し さそ

コナラのどんぐり(左)と季節はずれの雄花（おばな）。
きせつ

シラカシのどんぐり(左)とふたごのどんぐり(右)。

アラカシのどんぐり(左)とそのアップ(右)。

９／16 のコブシの実(左)と、熟 した１０／20 の実(右)。
じゅく



公園内には、鳥の好きな木の実がたくさんあります。だいたいどれも上のように赤や青、むらさきな

ど鳥の目を引くおいしそうな色をしています。右下のエゴノキの実はそうは見えないって？ 熟 すと皮が
じゅく かわ

はがれて中のかたくて茶色い種子が顔を出しますが、サポニンという殺虫成分のためかむとエゴいので
し ゅ し さっちゅうせいぶん

この名がつきました。他の鳥は食べませんが、そよかぜ学級の皆さんと見つけたヤマガラだけはこれを

食べ、一部は土にうめてかくすなどします。それでどんぐり同様、分布を広げられるというわけです。
どうよう ぶ ん ぷ

最後に、本来５月ころの花なのに今ごろ咲いていたエゴノキとサツキ。木の種類によっては台風など
ほんらい さ しゅるい たいふう

で葉が落ちたり、暖 かい日が続いたりすると季節はずれに咲くことがあります。校庭のアーモンドや市
は あたた き せ つ さ

内各地のスモモ、警察署前の坂道ぞいのヤマボウシなども、今年も秋に咲いていました。狂い咲きなど
けいさつしょ さかみち さ くる ざ

とよばれることもありますが、木が狂ったわけでなくまわりの環 境を受けて咲くのだからと、私が以前
くる かんきょう さ

参加していた樹木観察の会では「異季咲き」とよぶようにしていました。 【理科支援員:宮内】
さ ん か じゅもくかんさつ い き ざ

上、左からエノキ、アキグミ。中、左からゴンズイ、クサギ。下、左からコムラサキ、エゴノキ。

エゴノキ(左)とサツキ(右)、季節はずれの開花。
きせつ かいか


